
【第２次国東市総合計画後期基本計画抜粋】 

 

◆施策事業検証・評価及び推進体制 

総合計画の基本構想の実現のため、今後厳しい財政状況が予想される中、行政

経営基盤の確立、実効性の高い総合計画を進捗していくことは、不可欠です。行政と

して、各種事業の実施は、より一層、市民の皆様へもたらす成果・満足度といった、い

わゆる費用対効果を追求・重視していく必要があります。 

そのために、ＰＤＣＡサイクルを基本として、事業の進捗管理、事業実施後の検証、

自己評価及び外部委員会等による評価を実施し、事業の必要性・効果性等を図り、

財政部局と企画部局が連携して、適正な予算配分、人員配置を実施していくことが必

要となることから、毎年このＰＤＣＡサイクルを実施していきます。 

 

＜イメージ＞ 

 

Ｐ（ＰＬＡＮ：計画）               Ａ（ＡＣＴＩＯＮ：改善） 

施策・事業の計画                   評価における施策・事業の改善 

予算の配分の決定                     （縮小・廃止・拡大・新規等） 

組織体制の決定                      事業実施方法の検討（委託等） 

                                   適正な予算配分の見直し 

                                              組織体制の見直し 

 

 

      第２次総合計画推進の仕組み（ＰＤＣＡサイクル） 

        （基本構想・基本計画の実現・実行） 

 

 

Ｄ（ＤＯ：実行）                  Ｃ（ＣＨＥＣＫ：評価） 

  計画に基づく事業展開                 施策・事業の進捗管理 

  施策・事業の実施                      成果指標における検証・評価 

                                    事業の検証・評価 

                                       外部機関による評価 

 

                                  ※評価結果は、公表。 


